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サイズ
仕　上　げ　 200mm

φ25用

［材　質］PVC
［仕上げ］ホワイト

ホ ワ イ ト 価格（税抜） ¥1,100
注文コード 288893

小 箱 入 数 10ヶ
梱　入 数 160ヶ

＊ 試験方法：JIS Z 2801「抗菌加工製品－抗菌性能試験方法・抗菌効果」に準拠
　試験結果：大腸菌、黄色ブドウ球菌にて抗菌活性値　2.0以上
※製品上の特定ウイルスの数を減少させます。
※抗ウイルス加工は、病気の治療や予防を目的とするものではありません。

φ25用
200mm

抗ウイルス性
PVCフィルム

構造図

硬質PVC

軟質PVC
(すべり止め)

抗ウイルス剤の安全性 抗ウイルス効果

＜同種フィルムによるヒトパッチテストで「安全品」と評価＞
・試験フィルム…同種抗ウイルス剤を用いた軟質PVCフィルム
・試験機関…株式会社生活科学研究所
・試験方法…ヒト皮膚に対する24時間の閉塞貼付(被験者20名)

・試験方法…ISO 21702：2019
・試験機関…一般社団法人ニッセンケン品質評価センター

＜SIAAで求められる安全性基準をクリアしています＞
①急性経口毒性…異常なし
②皮膚一次刺激性…無刺激物
③変異原性…陰性
④皮膚感作性…感作性なし 24時間後
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■エンベロープを有するウイルスAのウイルス活性値変化

初期値

※数値などは測定値であり、保証値ではありません。

24時間後の
抗ウイルス活性値

(4.73ー1.03＝3.7)
➡抗ウイルス効果
99.9％以上

ハンドルカバー φ25

ハンドルカバー

φ27
φ25
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両端部3R
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●抗ウイルスフィルムを表面に被覆したハンドルカバーです。
●既存のハンドルに後付けができるので、日常生活の中での感
染リスクを軽減させることができます。
●フィルムシートは剥がれやすいのがデメリットですが、樹脂カバ
ーと一体成形しているので、剥がれない仕様になっています。
●細菌に対する「抗菌性＊」も有しています。

SIAAコード（フィルム）：JP0612409X0004H

CPウッドハンドル φ25（当社品）
※ハンドルは別売り（抗ウイルス
　仕様ではありません）
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〈ご注意〉　製品は予告なしに仕様変更する場合があります。　  商品選定の目安として製品性能を記載しておりますが、あらゆる使用状況を保証するものではありません。●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●

★アトムリビンテックのホームページもご覧ください。
www.atomlt.com

SIAA(抗菌製品技術協議会)とは、抗菌剤メーカー、抗菌加工製品メーカー、抗菌試験評価機関によって設立された団体で、
承認を受けた製品には、SIAAマークの表示が認められています。
安心してご使用いただけるよう、抗菌製品を選ぶ際のひとつの指標として、多くの業界・消費者から支持されてます。

■使用例
・日用品　・家電　・印刷物　・住宅建材　・自動車部品

SIAAとは

ISO規格の試験基準とは

SIAAがあることで、今まで以上に
安心で安全な製品としてご使用いただけます。

試験方法 基準

ISO21702法 抗菌活性値2.0以上
(99％以上の死滅率)

＜抗ウイルス加工製品の性能基準＞

＜試験方法＞
抗ウイルスを目的とする加工を施した製品

・試験片に0.4mLのウイルス液を滴下し、25℃×24時間静置する。
・試験片を洗い出し後、ウイルス感染価を測定。
・抗ウイルス活性値を2.0以上(99%以上の死滅率)とする。

抗菌とは
細菌による悪影響は、その細菌が一定量を超えて大量に増殖した場合に起きるのがほとんどです。抗菌とは、菌の増殖を抑制する事
で、菌が増殖しにくい環境にする事を意味します。
細菌を殺したりする効果ではなく、細菌の増殖を抑える事が目的で、使用することで製品を衛生的に保つ事ができます。

抗ウイルスとは

ウイルス・細菌・真菌の比較表

感染症を引き起こす病原体は、目に見えないので全て同じに思えますが、ウイルス、細菌、真菌（カビ）にもそれぞれ違いがあります。
抗ウイルスとはウイルスの構造を変化させて機能を失わさせる事で不活化させます。不活化させて無害にして数を減少させる事で
製品を清潔に保つことができます。

ウイルス 細菌 真菌

増殖の特徴 単独で増殖できない
動物などの細胞内に侵入する

自ら栄養を摂取し、
単独で増殖して生きる

他の栄養を摂取し、
細胞がなくても増える


